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　　　 グ ル ープ よ りも低 IQ グル ープ で の 変動 が大 で ある が ， 年令段階別の 分析で は，一般傾向は見出せ な か っ た 。
・

　　　 な お 以 上 の 傾向は ，全 IQ と 動作性 IQ と に お い て が 顕 著 で あ っ た。

318　同上 （ll）一ベ ン ダー ゲシ ュ タル ト・テ ス ト
ー

　　　　精 1申薄弱児 に ガン マ ーア ミ ノ 酪酸 （GABA ） を投 与 し，薬 物 が こ れ ら児 童の 視 運 動機 能 に及 ぼ す 影響 と そ の

　　　影 響 の 残 存効果 を，ベ ン ダ ーゲ シ ュ タ ル ト・テ ス トを用 い て 測定 しだ。

　　　　本薬 群 ，擬薬群 は そ れ ぞ れ 26名 で IQ ，　 CA に 開 して 等 質 で あ っ た。投与前 の パ ス カ ル の 平 均 得点 は，本薬群

　　　142・2，擬薬群 137．4
， で あ っ た 。 約 8ケ 月 投薬後 の 平均得点 は，前者で は 102．3

， 後者 で は ユ24．9で あ っ た 。

　　　投薬前後の 変 化 を検 討 す る と，本 薬群 は 1％水 準 で 有意 に 好ま し い 方向へ の 変化 を示 し た が ， 擬薬群 は 有 意 の

　　　変化を示 さなか っ た 。 こ の ほ か 図形再 生の 質的 変 化 と，時 聞 的 変 動 を検討 し た 。投与 終了 後 3 ケ 月 の テ ス トで

　　　 は ， 本薬群 に 若干 の 得 点 増 加 が 認 め ら れ た 。

319　同上 （皿）ダ ウ ネー意志気質検査

　　　　 こ こ で は ， ダ ウ ネ ー意志 気質検査資料 に 基づ ぎ，投 薬効 果 の 分 析 を試 み た 。 実験群（25名），統 制 群 （30名）を 分

　　　 析対象 と し て 選ん だ が ，平 均 IQ は 夫 々 （60），（62），年 令 範囲は （7 − 2 〜15− 6 ） （8 − O・−15− 4 ）で ，両

　　　群 は，性 別，類 型 別 に 関 して も ， ほ ぼ 等 し い 分布 を示す 。 分析は 現在進行中で あ る が ， 分析手続 は ， 各 サ プ テ ス

　　　 ト毎 に， Test −Retest 間 の 平均 値 の 変 動 と，個 別 的 な 得 点 変 動 の 両 面 よ り行い つ つ あ る e 実験 群 に 関 し て は ，

　　　有意 な Test −Retest 間の 変 動 を見 出 した が，緯制 群 の 資料 が 未 整 理 な の で 今 の と こ ろ は ，

一
般的 な 結 論 を 導 く

　　　 ま で に い た っ て い な い 。 大 会 発 表時 ま で に は ， 分析を完 了 す る 予定で あ る 。

320　同上 （W）総 　 括

　　　　本 研 究 の オ リエ ン テ ーシ ョ ン を述 べ ，以 上 の 報告 ， お よ び本研究で お こ な っ た 他 の テ ス 1・　，実験，観察等 の 結

　　　果 を 要 約 報告 し，こ の 研究 に つ い て の 反省 と批判，な らび に 今 後 の 問 題 等 に つ い て 考察す る 。

321　 精神薄弱児 の 能力段 階 （H）　： 田 申麗之助 （愛育研究所）

　　　　 1 ，先 に 報告 し た 同 じ 主 題 の 論文 （精 神 薄 弱児 の 能力段階 1 ， 皿， 第26回応 心 大会 ， 第 2 回教心 大会） の ま と

　　　 め と し て ，祉会性，運 動 能 力，生 活 習慣，作業準備段階 ， 表現活動の 5 領域 114項 目に つ き，精神年令 に よ る 発

　　　 達段階別 の 配 列 を試 み た。

　　　．　2 ，三 年 問 の 実 施 結 果 に も と つ ぎ ， 精神薄弱 児 （5才〜16才）の 倉旨力の 発達の 特徴を考察 し た 。

322　精神薄弱者 の 判定 と指導 （そ の 1） ： O佐藤健 ・伊藤方一 （愛知県精神薄弱者更生相談所） ・棚橋千賀子

　　　　 （名古屋大学）

　　　　 昭和35年 7 月開設 した 愛知眼精神薄弱 者更 生 相 談所 で 1年間に 取扱 っ た ケ ース の う ち 約 400例 の 心 理 学的 醤

　　　定，精神 医学的判定結果 と そ の ケ ース の 具体的 生 活状況 の 対照か ら，臨床的判 定 の 問題 を 考 察 し指 嚆へ の 見通 し

　　　を 考 え る こ とが，本研究 の 意 図す る と こ ろ で あ る 。

　　　　今 回 の 報 告 は，い わ ゆ る 標準検査 で 測定 し た 知能 と 具体的生活 状 況 との 関 係 を，病因的な立 場か ら考察 した こ

　　　 とが 中心 と な る。
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